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令和６年 11 月 11 日 

英語指導助手派遣業務委託 

指名事業者 各位 

多治見市教育委員会  

教 育 推 進 課 長  

（ 公 印 省 略 ）  

 

 

質  問  回  答  書 

 

 

英語指導助手派遣業務委託プロポーザルに関していただいた質問に対し、次のとおり回

答します。 

Ｑ１ 本プロポーザルについて、貴市より指名した業者数および業者名をご教示ください。 

Ａ１ 本誌の入札参加資格者名簿に記載されている業者から選定していますが、業者数、

業者名は回答できません。 

Ｑ２ ・本契約において、令和６年度に採択されている業者の契約金額をご教示ください。 

・現在の契約業者と契約金額をご教示ください。 

Ａ２ 令和６年度契約額（税抜） 

  株式会社ボーダーリンク（４名）          16,490,000 円/年 

  株式会社アルティアセントラル（２名）       9,242,000 円/年 

  アジアプラントサービス株式会社名古屋支店（１名） 4,358,000 円/年 

Ｑ３ ・実施要領 ８ 選定方法 （２）審査会 

審査会の提案順の決定方法をご教示ください。 

・審査会の提案順の決定方法についてご教示ください。 

Ａ３ 申込書類の提出順を提案順とします。 

Ｑ４ 実施要領 ８ 選定方法 （２）審査会 

審査会での提案の時間について、１５分とは別に会場での器材等の設営時間をご用

意いただけるのかどうか、ご教示ください。 

Ａ４ プレゼンテーションの前に 5分の準備時間を用意しています。 

Ｑ５ ・実施要領 ８ 選定方法 （２）審査会 

審査員５人の方の役職や立場についてご教示ください。 

・選定委員の人数および構成をご教示ください。 

Ａ５ ＜内訳＞ 

多治見市立小中学校教員３名（校長、教頭、教諭 各１名） 

多治見市教育研究所職員２名               計５名 
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Ｑ６ 実施要領 ８ 選定方法 （２）審査会 

各審査項目（①～⑤）の審査基準の詳細をご教示ください。 

Ａ６ マニュアルの有無やＡＬＴのバックアップ体制、打ち合わせ準備等、各項目で一定

以上の水準にあるか、他社と比較して優れている点はあるか等、総合的に審査して

います。要領の条件を満たした場合の最低得点を１０点とし、優れている度合いが

増すほど得点が増していきます（満点２０点）。 

なお、⑤見積額については、Ａ７のとおりです。 

Ｑ７ ・実施要領 ８ 選定方法 （２）審査会 ⑤見積額 

見積額について、２０点の具体的な計算方法をご教示ください。 

・審査項目の⑤見積額について、具体的な算出方法をご教示ください。 

Ａ７ 見積額について 

①要領に記載の予算上限額以下の場合  １２点 

上記に加え以下の加点あり 

 ・最も低い見積額の提示者       加点８点（計２０点） 

 ・２、３番目に低い見積額の提示者   加点７点（計１９点） 

 ・４、５番目に低い見積額の提示者   加点６点（計１８点） 

 ・６、７番目に低い見積額の提示者   加点５点（計１７点） 

Ｑ８ ・ALT の活用または外国語教育における貴市の課題や今後の展望をご教示ください。 

Ａ８ 課題は、学習用デジタル教材の効果的な活用や英語免許を所持していない教員の指

導力向上です。今後の展望につきましては、外国語や外国の文化に触れることによ

って、児童生徒の外国に対する親しみを育むことを目指しています。また、英語の

力が重視されていく中で、児童生徒が主体的に英語によるコミュニケーションを行

うことができる質の高い教育環境の充実を図ることを目指しています。 

Ｑ９ ・幼稚園への ALT 派遣における御市の期待、現在の成果と課題、今後に向けた改善

点等をご教示ください。 

Ａ９ 成果としては、外国語や外国語文化に触れる機会となっていることです。課題や改

善点は特にありません。今後の期待としましては、幼児期から本物の英語に親しみ、

国際化に柔軟に対応できる個性と創造性を備えた心豊かな子どもの育成です。また、

園児と一緒に遊ぶことを中心として直接外国人と接することで、外国人や外国語に

慣れ親しむことを目指しています。 

Ｑ10 小学校における英語専科の配置や教科担任制など、教員の配置状況についてご教示

ください。 

Ａ10 Ｒ６年度は英語専科及び教科担任として、非常勤講師１名を配置しています。 

小学校においては、以下のような教員の配置で授業を行っている。 

・英語専科…４校  

・教科担任制…２校  
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・一部教科担任（交換授業による）制…３校 

・担任…４校 

Ｑ11 小学校 1・2 年生における外国語活動の実施頻度をご教示ください。 

Ａ11 年間で１回程度（各校の裁量） 

笠原小のみ年間３５時間程度実施（R5 は小１で３８時間 小２で３９時間） 

（文部科学省 教育特例校で、校内研究主題に設定し重点的に取り組んでいます） 

Ｑ12 令和８年度開校予定の笠原小中学校における、外国語教育の展望や ALT1 に対する期

待等がありましたら、お聞かせください。 

Ａ12 ・特色ある活動の柱の一つとして、９年間を通した外国語教育に取り組む予定です。 

・朝、児童の迎え入れから休み時間、掃除活動、行事等日常の活動で ALT が児童生

徒と一緒に活動することを期待しています。 

・授業研究会のみならず指導案作成から会議に参画し、授業改善案等を提案するな

ど、一緒に授業づくりを行うことを期待しています。 

Ｑ13 中学校における ALT の役割について、現状と今後に向けた改善点等をご教示くださ

い。（例：メインアクティビティの実施、英語教員とのティームティーチングなど） 

Ａ13 英語を使いながら英語を学ぶためのティームティーチングの充実を目指していま

す。特に重視しているものは以下の４点です。 

・JTE とのモデル提示 

・言語活動の際の生徒との対話（話しかけ） 

・言語活動における有効な表現の提示 

・生徒の頑張りやよさへの積極的なコメント 

Ｑ14 中学生英語スピーチコンテスト以外で、これまで ALT が勤務日以外に関わった行事

等がありましたら、ご教示ください。（例：各勤務校や地域の行事、多治見市主催行

事等） 

Ａ14 市教委主催・・・ALT 研修会３回実施 

各勤務校での行事参加は、各校の判断によります。 

（授業参観、運動会、体育祭、PTA 活動等、授業日に行われる行事） 

Ｑ15 御見積書について、単年税抜金額で提出とありますが、人数については１名分の認

識でよろしいでしょうか。 

Ａ15 １名分です。 

Ｑ16 自動車での通勤・移動が必要になる学校および ALT の校数・人数をご教示ください。 

Ａ16 多治見駅を起点とし、自動車での通勤・移動が必須となる学校・・・ 

昭和小学校、精華小学校、昭和幼稚園及び精華愛児幼稚園を除く全園・全校 

自動車での通勤・移動となるＡＬＴの人数・・・６名 

※複数の学校を兼務するため、自動車による通勤・移動が望ましいです。 

Ｑ17 審査会の提案において、自社のＰＣを持ち込んで使用することは可能でしょうか。
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また、その際データＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ－Ｒの事前提出は必要でしょうか。 

Ａ17 入れ替え時間短縮のため、自社ＰＣの持ち込みはできません。 

Ｑ18 提出書類について、今回多治見市と契約を締結する会社（グループ会社を除く）の

実績のみ記載するという認識でよろしいでしょうか。 

Ａ18 締結する事業者の実績のみ記載してください。 

Ｑ19 実績評価について、今回多治見市と契約を締結する会社（グループ会社を除く）の

実績のみ記載するという認識でよろしいでしょうか。 

Ａ19 A18 と同様 

以上 


